
一般質問  議:議員／理:理事者

● 勝山市の今後の施策について
● 各種のイベントについて
その他の質問
・観光行政について
・公共施設の開館時間について

　　水上市政１期目の実績は十分であるが、多
くの施策はさらなる推進と継続が求められる。
今後も施策が継続されるべきと考えるが、水上
市長の２期目に対してのお考えを伺う。
　　今後の施策について、令和８年春に開校す
る県立大学恐竜学部勝山キャンパスと市教育施
設との連携、中部縦貫自動車道県内全線開通に
向けた誘客対策、長尾山総合公園への宿泊遊戯
施設等の開業、人口減少下における地域コミュ
ニティの維持、市内全域へのフルデマンドバス
の導入、教育会館への屋内遊戯場の整備、給付
型の奨学金制度の創設、中央公園のこども公園
への改修、勝山中学校開校に向けた準備や跡地
の利活用、まちづくり会館の防災機能の強化、農
林水産業収益化への支援、18歳までの総合的な
支援等、様々な夢と課題が山積している。
　勝山市の未来を見据えたグランドデザインを
描き、市議会の皆様との協議を重ねて市民の皆
様とともに夢を実現したい。新しい勝山、楽し
い笑顔のまち勝山を発展させたい。
　　勝山市のイベント集客力には課題がのこ
る。勝山市の歴史の半分は恐竜と共に歩んでき
たが、見せる、楽しむ、参加する、そのような
成長型のイベントとして、恐竜祭りを開催して
はどうか。
　　本年３月、ついに北陸新幹線金沢～敦賀間が
開業し、特に福井駅周辺は恐竜モニュメントにあ
ふれ、福井駅内の店舗では、恐竜ブランドのお土
産品が数多く並び、恐竜を活かした観光誘客に注
力することで、従来の数倍の観光客により熱気を
帯びている。
　本市においても、これまで以上に強力に恐竜ブ
ランドを推し進める必要がある。本市を一層「恐
竜のまち」に発展させるため、全国から「本気の
恐竜好き」が本物の恐竜を学ぶ機会を創出する
事業の実施を検討する。本物の恐竜を学べるまち
として全国的な注目を集め、市民も誇りに思うよ
うな文化を築くため、福井県立大学勝山キャンパ
スの開校にあわせ、現在市が実施している「かつ
やま恐竜スクール」の枠組みを活かしつつ、恐竜
好きの児童・生徒が全国から集い学ぶイベントの
実施を検討していきたい。

● 新中学校建設特別委員会

特別委員会報告

　３月２９日、４月１０日、４月２２日、５月１５日、
６月２０日に委員会を開催しました。
　まず、新中学校の大階段の設置等について、
図面を基に議論しました。様々な意見が出され
ましたが、大階段は２か所設置する案で進める
こととなりました。

　また、地下横断歩道の設計について説明を受
け、メンテナンスやセキュリティについて議論
し、材質等の変更を求めました。
　５月１５日の特別委員会では、委員から出さ
れた課題について、議論すべき点を論点として
議論しました。カリキュラムのこと、スクール
バスのことなど、現在の進捗状況や考え方につ
いて議論しました。
　委員からは中高の連携の方法や、考え方につ
いて多くの質疑がありました。
　スクールバスについては、生徒の送迎に支障が
生じないよう、対策を講じる要望が出され、理事
者からはアンケート等を通じたニーズ把握を行
い､今後詳細を詰めていくとの回答がありました｡
　６月２０日の特別委員会では、補助金の変更
等に伴う設計変更内容の説明や、委員から提案
があった、地下横断歩道の工法、内装仕上げの
変更等について説明を受けました。
　また給食室への食材等の搬入路や工事の際の
車両の動線についても説明を受け、委員から様々
な提案がありました。
　今後、出された提案も含めて更に検討を重ね
ます。
　本特別委員会では、勝山市の将来を担う子ど
もたち一人ひとりが、いきいきと活動できる、
安全安心な学校が建設できるよう、今後とも議
論を重ねてまいります。

一般質問  議:議員／理:理事者

● 勝山市の高齢者に対する施策について
● こども会館建設について
その他の質問
・勝山市の根本的な雪害対策について

　　勝山地区老人会と水上市長との語る会が
今年の3月27日、教育会館３階会議室におい
て開催され、地区老人会が現在抱えている問題
点や課題について話し合いが行われた。減少し
つつある老人クラブ対策について担当課の見解
を伺う。
　　勝山地区老人会連合会との語る会におい
て、様々な意見交換を行うことができ、大変貴
重な時間となった。その中で、老人クラブ等社
会参加促進事業補助金の交付対象に関する御意
見をいただいた。令和６年度からは事業を拡充
し、10人以上30人未満のクラブと市高齢者連
合会未加入クラブも交付対象となったので、ク
ラブの増加や活動の活性化に期待したい。
　またクラブ数増加のための施策として、高齢
者が活動に参加しやすい環境づくりも重要と考
えている。すこやかやまちづくり会館等既存施
設での体操教室等の実施や、民間の商業施設等
を利用した集いの場がある。市としても、高齢
者の方が喜んで集えるような場づくりについて
研究してまいりたい。
　　水上市長は、令和４年の12月市議会の招
集挨拶において市教育会館に、屋内遊び場を新
設し、こども会館(仮称)化を目的に改修を進め
ていく方針を示された。中央公園再整備等と共
に一体的に行っていくと表明されたが、あれか
ら２年が経過しようとしている。改めて市長の
見解をお聞きしたい。
　　こども会館については、こども政策をハー
ド面から支える重要施策と考えており、教育会
館の一部に全天候型遊戯場を設置し、隣接する
中央公園との一体的活用を目指した再整備を予
定している。理由として、教育会館にはこども
家庭センターを設置し、子育て相談や保育環境
の充実に取り組んでいること、教育総務課やこ
ども課の持つ充実した支援機能、相談機能を活
かすことが可能になること、教育会館周辺に幅
広い世代の市民の方が日常的に利用する施設が
集積していること、国の補助金を活用できるこ
と等がある。他事業との関係で先送りしている
が、しっかりと進めてまいりたい。

一般質問  議:議員／理:理事者

● 中部縦貫自動車道から勝山恐竜橋のおもて
なしについて

● 医療、介護及び福祉の人材
 確保に関する支援策について
その他の質問
・勝山中学校について
・市政について

　　インターを降りてから橋を渡るまでの道の
りは非常に多くの車が行き交う場所で『勝山へ
ようこそ来てくださいました』という「おもてな
しのこころ」を表現する絶好の場所の一つだと
考えている。またよく使う道に彩りが加わること
で市内にも賑わいが生まれるのではないかと考
える。勝山を印象付け、ブランド力（リピート
率）を高めていくための「ようこそ勝山市へ」等
とメッセージを用意することは可能か。
　　勝山インターチェンジを降りてから勝山恐
竜橋までの空地や道路擁壁、えちぜん鉄道陸橋
等のスペース活用については、これまでも庁内
で検討してきたが、様々な規制により実現でき
ていないというのが現状である。
　令和８年の中部縦貫自動車道県内全線開通を
目指し、現在庁内でＰＲと受入態勢の強化につ
いて検討を進めている。インターを降りた観光
客の皆様がワクワクするような、帰りにはまた
来たいと思っていただけるようなイメージアッ
プと受入態勢の強化を図っていきたい。
　　医療福祉分野の人材不足は急務である。現
行の奨励金制度の申請状況について伺う。介護
の現場においても人材不足の問題に頭を抱えて
いる。奨励金の額を引き上げての支援をご検討
いただきたい。場合によっては５年働くという
条件も見直す必要があると考える。この提案に
対する所見を伺う。
　　医療、介護及び障害福祉人材確保奨励金交
付事業の交付状況について、平成29年度の制
度開始から７年間における奨励金の交付対象者
数は、医療機関従事者が９名、介護サービス等
従事者が13名、障害福祉サービス等従事者が
２名、計24名となっている。
　少子高齢化が進み、医療、介護、福祉現場の
人材不足も深刻となっている。昨年開催した市
内の介護保険施設との人材確保対策に関する情
報交換会で、職員の離職防止の取組や業務負担
の軽減を図る取組等をお聞きした。他にも様々
な機会で奨励金事業の充実にかかるご意見は頂
いている。引き続き現場の皆様のご意見をお聞
きし、人材確保に向けた支援を検討していく。
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